第43回上田千曲高校同窓会関東支部総会議事録

同窓会関東支部総会　［平成29年11月19日（日）11時30分より　上野精養軒3Ｆ、桐の間にて］
　【関東支部総会議事録】　　    　（関東支部総会参加総数:78名　関東支部会員：67名、来賓：11名）

  第1部　 関東支部総会　  桐の間（11:30～13:30）     司会  上ノ山 勝信さん（商業科Ｓ32年卒、幹事）

　

 (1)  開会の辞　　司会　　上ノ山 勝信　商業科幹事より開会宣言

(2)　校歌斉唱　　２番まで参加者全員で斉唱

（3） 会長挨拶    杉崎 壽三男　関東支部会長（建築科 S29年卒）

　　　　　　　　　先ず、10月14日に母校の創立100周年記念式典に参加した旨お話しがあり、すばらしい式典で関東支部から参加した約50人と会員と共に盛大にお祝いすることができたと述べられた。またこうした祝賀ムードの中、関東支部として更にうれしい事に、秋の叙勲で太田周先生（作新学院大学顧問）が、瑞宝中綬章を、また、坂口光治（元西東京市長）さんが、旭日中綬章を受章された事であります。

今回の関東支部総会に当たり誠におめでたい事であり、ひときわ感慨深いものがありますと述べられ、関東支部の更なる発展をと念願されました。その実行のために、今後、「関東支部会改革委員会」を事務局長を中心に各科委員を選出し議論をしていったらどうかとの提案があった。今回を節目によりよい関東支部にしていきたい旨お話しされ、挨拶とされた。

　(4) 来賓紹介　　杉崎 壽三男　関東支部会長より紹介された。

　　　　　　　　　学校長：松沢武人先生、本部同窓会長：若林邦彦様、恩師（本部同窓会顧問）：大川秀一先生、本部同窓会副会長：宮下六朗様、同副会長：大口義明様、同副会長：横塚和子様、同窓会記念誌編集委員長：窪田英治様、本部同窓会事務局長：清水高市先生、同事務局：南波ひろみ先生、同事務局：渡辺けい子先生が紹介された。また、関東支部顧問で本部同窓会 会長代行の深町共榮様も紹介された。

　(5)　来賓挨拶　 松沢 武人 上田千曲高校　校長先生の挨拶

　　　　　　　　　先ずは、長野県上田千曲高校創立100周年記念式典を盛大に開催でき、100周年を慶祝することができ、関東支部からの参加者も多数ご出席頂いたことへの御礼を述べられた。

成功を祈り準備を進めて頂いた、同窓会事務局、教職員、ご協力を頂いたすべての方に御礼申し上げますと挨拶され、次に学校の現状を踏まえ次の事をお話しされた。

校訓である「一、質実剛健　一、社会人としての協調心、一、職業的特質の伸長、品位ある個人の完成」を挙げ特に３番目に挙げた、校訓の「品位ある個人の完成」の実践教育に力を注いでいる旨お話しをされ、各科特色のある取り組みをしている、とくに機械科（プラスチック形成）、商業科（インストエデュケーション）、食物栄養科（外来種のオオクチバスの調理レシピ）、生活福祉科（介護）の取り組みを紹介された。

また、文武両道との事で、ソフトテニス（県大会出場）、野球部、バトミントン等のスポーツの活躍も紹介され、実学を踏まえた教育実践をしていきたい旨ご挨拶された。

　　　来賓挨拶　　若林 邦彦 同窓会長（電気科　S37年卒）ご挨拶

　

                  先ずは、10月14日に挙行された、長野県上田千曲高等学校創立100周年の記念式典が皆様の絶大なる協力をえて盛大かつ厳粛に執り行われ共々に祝賀できたことに対して感謝

　　　　　　　　　申し上げたい。また、秋の叙勲で、太田周先生、坂口光治さんが受賞されたことは、上田千曲高校同窓生として大変におめでたいことであり、誇りであります。上田千曲高校の卒業生が、今後とも社会に役立つ人材、中身を高め活躍して頂けるよう、松沢校長先生と心を合わせ応援していきたい、また、野球部にはもう少し活躍して頂けるよう同窓会としも応援していきたい。そして関東支部の益々の発展を祈念したい旨お話しを頂き

　　　　　　　　　挨拶とされた。

（6）関東支部総会議事　　

ここで司会の上ノ山幹事から、会則第9条に基づき平成28年度事業報告等の議事に入ることを告知し、関東支部総会議事に入った。

① 議長選出　  司会者より議長選出につき参加者に声をかけたところ、司会者一任ということで、商

　　　　　　　　　業科Ｓ32年卒の小林 重利 商業科部会長を推薦し、全員の賛同を得、議長に小林 重利さんが就き、議事進行を務めて頂くことになった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                       　　　　　議長より、議事の議事録作成者として坂田和夫（電気科Ｓ47年卒、電気科部会長）、署名者として高橋忠正（機械科Ｓ39年卒、機械部会幹事）が指名された。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

② 事業報告、決算報告
佐藤宏次事務局長（機械科Ｓ37年卒）より、平成28年度事業報告（平成28年10月1日～平成29年9月30日）について総会資料「平成28年度事業報告(案)」に基づき説明があり平成28年度の事業報告で、(1)新会員の勧誘　…　関東支部単独での情報キャッチは難しい、本部との交流において100周年記念事業の情報共有することにより新会員を獲得することに努めた。

(2)１００周年記念行事への積極的な参加　…　関東支部より50名が参加し盛大に慶祝できたと評価したいと述べた。

(3)広報活動と総会内容充実　…　各科部会のイベント開催で上田千曲高校同窓会のアピール、また、役員総会へ本部から副会長クラスの役員に参加して頂き本部との連携が図られ、No.22の「関東支部会報」が発行することができ、充実した内容にする事ができた。

(4)ゴルフ部等部会活動の活性化　…ゴルフ部会については、高齢化が進む中、継続して開催されていることが意義が大きく若い世代への推進を勧めていく。また、その他の活動として、各科部会の取り組み実績につき下記の通り報告があった。

1.建築科は「御柱祭」・「ベルディ軽い沢」「真田ゆかりの地-古城緑地公園」へ見学と企画に富み、活発な部会活動となった。

2.機械科は、H29年4月に「銀ブラ」の企画のもと各科からの参加者を含め30数名が参加し、ＪＲ有楽町駅、数寄屋橋交番前に集まり３コースに分かれ散策を楽しみ、懇親会も盛大行われた。

3.電気科は、機械科のイベント「銀ブラ」に代表が参加して交流ができた。

4.商業科は、今回の総会の当番でもあり、数回にわたり「商業科部会幹事会」を重ね今回の第43回関東支部総会を盛り上げるべく活動しました。

5.家政科は、部会の開催はできなかったが、商業科を助け、総会を成功にと努力しました。

(5)外部同窓会連合会との交流について …(1)東京同窓連（２）東信同窓連、会議参加への対応は

事務局が行っているが、各種行事の発信等への費用捻出が難しい局面にあると報告があった。

続けて、平成28年度決算報告（平成28年10月1日～平成29年9月30日）を「平成28年度決算報

告書（案）」（総会配布資料）に基づき佐藤事務局長より詳細の報告がされた。

主旨説明として、収入の部、1,302,431円、支出の部、1,302,431円(次年度繰越金として42,724円を含む)であるとの報告があった。

③ 監査報告　続いて、平成28年度決算報告（案）の事務局からの提出（平成29年9月30日付）を受け,会計監査の塚田昌司さん（商業科Ｓ32年卒）同じく会計監査の沢崎明彦さん（建築科Ｓ38年卒）両名で会計監査を実施し、平成29年11月9日に監査終了となり、「平成28年度決算報告（案）は監査の結果の相違がないことを確認しました。」と会計監査・連名で、会計監査報告がなされた。

ここで、一括して②、③の事業報告、決算報告並びに監査報告について、議長が「質疑があるかど

うか」を参加者に諮ったが、異議なしとの声が上がり、採決をした結果、全員の拍手をもって承認

された。

④事業計画（案）、予算（案）について

佐藤宏次事務局長（機械科Ｓ37年卒）より、平成29年度事業計画（案）（平成29年10月1日～平成30

年9月30日）について、総会資料「平成29年度事業計画（案）」に基づき、(1)関東支部同窓会の改革

(2)関東支部会の活動内容見直し（3）広報活動総会内容の充実　(4)ゴルフ部等部会活動の活性化

(5)外部同窓会連合会との交流について　につき具体的に提案され、続けて、総会資料「平成29年度

予算（案）」に基づき、平成29年度予算案についての提案がなされた。

ここで、小林議長より④の平成29度事業計画（案）、平成29年度予算（案）に対し質疑があるか否か

を求めたが、異議なしとのことで、議長のもと、採決に入った。

議長より、賛同頂ける方の拍手を求め、全員の拍手をもって④の平成29年度事業計画（案）、平成29年度予算（案）は採決され承認された。

　　 ⑤役員改選について　

　　　 ここで会則に基づき、役員改選につき、杉崎会長より役員改選（案）が会議資料により提案され、　

　　　 改選（案）につき説明があった、関東支部事務局長に新たに、機械科部会長の中村享二さんを推挙。

　　　
副事務局長の大野年司さんからは、諸事情により職を辞することの申し出があり、会長が了承

　　　 され、新たに副事務局長として、宮下希佐己副会長（電気科S47年卒）と坂田和夫電気科部会長

　　　 （電気科S47年卒）の２名が会長から委嘱された。

　　　 役員改選（案）については、全員の賛同を得て、改選承認され今後２年間の任期を全うすることになった。

ここで議長からその他に議事で取り上げる事項があるか否かの確認を会員に求めた。

これに対して、同窓会関東支部の役員改選につき動議が出され特段に審議事項の提案はなされなかった。これにより、関東支部総会の議事はすべて終了した旨、議長より宣言があり、上田千曲高校同窓会関東支部総会の「議事」は終了した。

以上議事は、11:30～12:30 で終了

　（７）母校創立100周年記念「ビデオ」の上映　

ここで、母校で制作されたＤＶＤ、長野県上田千曲高等学校創立100周年記念「ビデオ」が15分間

上映された。

上映時間:12:30～12:45

（８）基調講演

ここで、基調講演に移った。（講演：12:45～13:35）
①講演者の紹介  まず小林重利実行委員長より（商業科S32年卒）より講演される一之瀬和夫（いちのせかのお）氏（機械科Ｓ39年卒）の詳細な経歴のご紹介をして頂いた。

②基調講演　演題『ＪＡＢＥＥと教育プログラム』―工学教育から技術者教育への意識改革―

機械科S29年卒業の一之瀬和夫（元工学院大学教授）より約45分にわたりご講演頂いた。

　1.自己紹介と略歴

　　　存在意義（価値観）をもとめて

　　　…現場と汗と、師・先輩・友、社会との関わり 

　2.ＪＡＢＥＥのおこり・波興しと教育改革（意識改革）

3.母校に学ぶ諸君へ   －じこきていのはじまり－

＊自己紹介の中で、高校卒業後、富士電機製造（株）へ入社したが、志しやみ難く、工学院大学へ入学、同大学院へと進み、その後は、大学の教員として、助手・講師・助教授を経て教授となり、現場で、工学教育と教育改革の波を興した。

＊ＪＡＢＥＥの興りと教育改革について論じられ、ＪＡＢＥＥと大学での工学教育の在り方を実践され、世界標準ともいうべき、「技術者教育」のプログラムの構築に力を注がれた。

　注；ＪＡＢＥＥ：Japan Accreditation Board for Engineerinng Education の略称。

＊グローバルな視点をもつ技術者育成のプログラムの実践の波を興して真に社会に貢献する人材を確保していくことが必要であり、そのため、現在も大学院生の指導、また、翻訳業をしている。

＊母校に学ぶ皆さんへということで、（我々卒業生にも当てはまる）→『人生観という表現→こうありたい自分に置き換え→「ゆめ」を“あゆめ”と読み替え、おのれの先に描く道へ一歩、さらに一歩　あゆむ。』という自己規定のすすめを訴えられ、一之瀬和夫氏の基調講演は大成功で終了した。

　注：自己規定；自己の生き方を模索し、規定しようと行動に向かう姿であって、自己を絶えず塗り替えていくこと。

以上、第43回長野県上田千曲高等学校同窓会関東支部総会「第1部・関東支部総会の閉会の言葉」が司会者の上ノ山幹事よりあり、第1部は無事成功した。　　　　　　　　        終了時間；13:35

＊第2部は同窓会関東支部の懇親会の為、内容は略します。　　（会場3Ｆ桐の間；13:50～16：40）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　

・議事録作成者：坂田 和夫　  （Ｓ47年 電気科卒）　　　

・議事録署名者：高橋 忠正　  （Ｓ39年 機械科卒）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
